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株主の皆様へ

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

平成25年３月期第２四半期（平成24年４月～平成24年９月）におけるわが国経済は、欧州
の財政金融問題を背景とした円高・株安の長期化による先行き不透明感や中国経済の成長鈍化に
伴って輸出の減少傾向が鮮明になり、また生産活動も足踏み局面に入りつつあるなど、厳しい状
況が続いております。

このような環境の中、当社グループの業績は、国内の生産設備への投資が減少した影響を受
け、売上高は8,178百万円（前年同期比1.7％増）に留まりました。また、損益面につきまして
は前年と比べて改善したものの、営業損失は47百万円（前年同期比84百万円改善）、経常損失
は45百万円（前年同期比92百万円改善）、四半期純損失は105百万円（前年同期比102百万円
改善）となりました。

現在の状況といたしましては、再生可能エネルギー法案が７月に成立したことから、太陽光発
電計測システムの受注が大きく伸びており、第３四半期以降の業績回復を目指してまいります。

また、平成24年10月16日に発表させて頂きましたとおり、米国フロリダ州に本社を置く
DTx Inc.（以下、DTx社）を子会社化することを決定いたしました。DTx社は、医療機器メー
カーに対してコントローラーを供給するビジネスを中心に展開しております。
一方、当社は成長の期待される医療業界に対する取組みとして、専門の営業部隊を設置して業
界深耕を図っており、DTx社と協業することで大きくビジネスの拡大が見込めると考えておりま
す。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成24年12月
代表取締役社長 漆﨑 榮二郎
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財務ハイライト（連結）
売上高（単位：百万円） 営業利益（単位：百万円）

当期（四半期）純利益（単位：百万円） １株当たり当期（四半期）純利益（単位：円）
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事業の概況

電子機器事業

デバイス＆ソリューション製品は、国内の生産設備への投資が減少した影響を受け、拡張ボー
ド系機器の販売が減少いたしました。一方で、政府の再生可能エネルギー普及促進策の効果もあ
り、太陽光発電計測関連製品の受注が増加しております。また、医療市場向けにベッドサイド情
報端末の拡販に努めており、引き合いが増加しております。
システム製品は、主力の自動車生産設備関連のシステムが
低迷しておりますが、株式会社コンテックソフトウェア開発
（旧 株式会社ダイフクソフトウェア開発）を当社グループに
編入したことにより、物流関連システムの売上が増加してお
ります。
この結果、売上高は4,249百万円、セグメント損失（営
業損失）は164百万円となりました。 太陽光発電計測システム

EMS（Electronic Manufacturing Service）事業

当事業では、景気の先行き不透明感から企業の設備投資が下期にずれ込んでおり、株式会社ダ
イフク向けの物流システム用制御機器の販売が昨年と比べて減少したことから、売上高3,929
百万円、セグメント利益（営業利益）は112百万円となりました。

事業別 売上高 セグメント利益
（営業利益）

電子機器事業 4,249百万円 △164百万円

EMS事業 3,929百万円 112百万円

連結調整等 ― 3百万円

合計 8,178百万円 △47百万円
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トピックス

DTx社の株式取得

　当社は、米国フロリダ州に本社を置くDTx
社の株式を取得し、子会社化することとなり
ました。

　DTx社は、医療機器へ組み込む専用コント
ローラーを開発・販売することを主力ビジネ
スとし、ISO13485（医療機器の品質保証の
ための国際標準規格）の認証を受け、FDA
（アメリカ食品医薬品局）の基準に対応した電
子機器を米国の大手医療機器メーカーに納入
している会社です。

DTx社の製品

　一方、当社は医療機器業界を今後成長の期
待される分野のひとつとして注目し、医療機
器メーカー向けの分析機器用コントローラー、
病院向けベッドサイド情報端末などを開発し
販売してまいりました。
　米国の大手医療機器メーカーに数多くの顧
客を持つDTx社を子会社化することで、医療
業界への更なる販売拡大を目指してまいりま
す。

　今後、日本、米国だけでなくグローバルに
海外展開し、ビジネスの拡大を目指してまい
ります。
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連結財務諸表
■四半期連結貸借対照表 ■四半期連結損益計算書

（単位：千円） （単位：千円）

科目
当第２四半期
平成24年９月30日現在

前期末
平成24年３月31日現在

資産の部
流動資産 10,898,838 10,899,937
固定資産 3,394,035 3,470,140
有形固定資産 2,562,415 2,602,922
無形固定資産 257,457 293,832
投資その他の資産 574,162 573,385

資産合計 14,292,873 14,370,077
負債の部
流動負債 7,791,979 7,764,827
固定負債 1,440,005 1,393,297
負債合計 9,231,984 9,158,125
純資産の部
株主資本 5,261,649 5,416,480
資本金 1,119,600 1,119,600
資本剰余金 669,600 669,600
利益剰余金 3,472,519 3,627,350
自己株式 △69 △69

その他の包括利益累計額 △215,293 △219,540
その他有価証券評価差額金 △34,634 △24,961
為替換算調整勘定 △180,659 △194,578
少数株主持分 14,532 15,011
純資産合計 5,060,888 5,211,952
負債純資産合計 14,292,873 14,370,077

科目
当第２四半期
平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで

前第２四半期
平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで

売上高 8,178,880 8,042,450
売上原価 6,445,163 6,409,915
売上総利益 1,733,716 1,632,535
販売費及び一般管理費 1,781,648 1,764,952
営業損失（△） △47,932 △132,416
営業外収益 36,777 33,041
営業外費用 34,507 38,851
経常損失（△） △45,661 △138,226
特別損失 1,332 3,324
税金等調整前四半期純損失（△） △46,994 △141,551
法人税、住民税及び事業税 52,757 71,365
法人税等調整額 6,325 △3,807
少数株主損益調整前
四半期純損失（△） △106,077 △209,109

少数株主損失（△） △745 △1,069
四半期純損失（△） △105,332 △208,039

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

科目
当第２四半期
平成24年４月１日から
平成24年９月30日まで

前第２四半期
平成23年４月１日から
平成23年９月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 153,206 82,988
投資活動によるキャッシュ・フロー △29,885 △221,101
財務活動によるキャッシュ・フロー △59,942 935,250
現金及び現金同等物に係る換算差額 6,719 △3,809
現金及び現金同等物の増減額 70,098 793,327
現金及び現金同等物の期首残高 2,983,584 2,420,437
現金及び現金同等物の四半期末残高 3,053,682 3,213,765
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個人・その他
1,204名

金融機関
1名

その他の法人
35名

証券会社
11名

外国法人等
5名

株主数

計1,256名
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会社概要（平成24年９月30日現在） 株式情報（平成24年９月30日現在）
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社 名 株式会社コンテック 発行可能株式総数 10,800,000株
設 立 昭和50年４月１日 発行済株式の総数 3,300,000株
資 本 金 11億1,960万円 株主数 1,256名
従 業 員 数 540名（グループ計）
本 社 〒555-0025

大阪市西淀川区姫里３-９-31
TEL：（06）6472-7130（代）
FAX：（06）6475-1728

事 業 内 容 電子機器事業
EMS事業 所有者別状況

ホームページ http://www.contec.co.jp/

役 員（平成24年９月30日現在）

代表取締役社長 漆 﨑 榮二郎
取締役副社長執行役員 早 坂 愼 司
取締役専務執行役員 早 野 史 朗
取締役専務執行役員 藤 井 貢
取締役常務執行役員 関 隆 志
取締役常務執行役員 中 尾 宏
取締役執行役員 島 川 勝 英
常勤監査役 佐 藤 吉 信
監査役 藤 島 博
監査役 石 﨑 泰 二
監査役 髙 島 志 郎

常務執行役員 中 井 近
執行役員 村 上 博 啓
執行役員 柴 原 正 治
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株主メモ

事業年度 ４月１日から翌年３月31日まで
定時株主総会 ６月開催
基準日 定時株主総会の議決権 ３月31日

期末配当金 ３月31日
中間配当金 ９月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

上場証券取引所 東京証券取引所 市場第二部
単元株式数 100株
公告方法 電子公告（http://www.contec.co.jp/）

但し、やむを得ない事由により電子公告をすることが出来ない
場合は、日本経済新聞に掲載します。

株主名簿管理人／
特別口座の口座管理機関

東京都中央区八重洲１-２-１
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

お問合せ先 〒168-8507 東京都杉並区和泉２-８-４
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-288-324（フリーダイヤル）
＜ご注意＞
株式のお手続に関するお問合せは、証券会社に口座をお持ちの方は、お
取引先の証券会社にご連絡下さい。
なお、未払配当金の支払、支払明細の発行、特別口座に関するお問合せ
は、上記お問合せ先へご連絡下さい。

本社：〒555-0025 大阪市西淀川区姫里３-９-31
　 TEL（06）6472-7130（代）
　
http://www.contec.co.jp/
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